
（様式1-1） 平成30年度　事業体系図及び要求額（総括表）

単位：千円

（地域学校協働活動推進事業）

2,560

小計 97,092 141,405 138,067

386 一般経常経費（赤碕中） 継続 14-33 6,774 3,113

30,642

278 一般経常経費（東伯中） 継続 14-31 6,761 3,858 3,590

277 一般経常経費（配分外） 継続 14-29 16,735 56,186

3,270

379 一般経常経費（船上小） 継続 14-27 4,501 2,705 2,559

378 一般経常経費（赤碕小） 継続 14-25 5,150 3,062

257 一般経常経費（八橋小） 継続 14-19 4,912 3,177 3,851

3,219

259 一般経常経費（聖郷小） 継続 14-23 4,502 2,745 2,705

258 一般経常経費（浦安小） 継続 14-21 4,732 3,192

1,093

小計 96,656 90,249 81,784

学校管理費（学校施

設の維持・管理）
256 一般経常経費（配分外） 継続 14-17

1247 麟蹄郡中学校交流事業 継続 14-15 0 400

43,025 63,367 85,671

2,673

1219 インクルーシブ教育システム推進事業 継続 14-13 1,130 1,130 1,128

1186 スクールソーシャルワーカー活用事業 継続 14-11 2,808 2,808

12,064

1125 地域で育む学校支援ボランティア事業 継続 14-9 711 689 1,449

247 進学奨励金給付事業 継続 14-7 18,056 13,146

事務局費

（教育行政の運営）
245 教育委員会事務局費 継続 14-3 65,636 64,254 54,740

246 語学指導外国青年招致事業 継続 14-5 8,315 7,822 8,637

教育委員会費（教育

委員会の運営）
243 教育委員会 継続 14-1 1,803 1,809 1,912

小計 1,803 1,809 1,912

所属名：教育総務課

施 策 事業番号 事 業 名
新規・継

続

事業説明

書ページ
要求額

前年度

予算額

前々年度

決算額
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（様式1-1） 平成30年度　事業体系図及び要求額（総括表）

単位：千円

所属名：教育総務課

施 策 事業番号 事 業 名
新規・継

続

事業説明

書ページ
要求額

前年度

予算額

前々年度

決算額

所属合計 331,029 381,517 368,634

78,713 78,183 78,624

小計 78,713 78,183 78,624

32

小計 56,765 69,871 68,247

安心安全な学校給食

の提供
353 学校給食事業 継続 14-57

1302 通級指導教室（中学校） 継続 14-55 54 84

4,176

389 一般教育振興費（赤碕中） 継続 14-53 3,397 3,118 2,980

281 一般教育振興費（東伯中） 継続 14-51 3,611 3,985

98

280 一般教育振興費（配分外） 継続 14-49 17,869 22,280 24,306

1056 通級指導教室 継続 14-47 74 82

2,000

383 一般教育振興費（船上小） 継続 14-45 1,910 1,833 1,870

382 一般教育振興費（赤碕小） 継続 14-43 2,424 2,230

263 一般教育振興費（八橋小） 継続 14-37 2,477 2,630 2,055

2,419

265 一般教育振興費（聖郷小） 継続 14-41 1,486 1,389 1,523

264 一般教育振興費（浦安小） 継続 14-39 2,504 2,421

教育振興費

（学校教育の振興）
262 一般教育振興費（配分外） 継続 14-35 20,959 29,819 26,788

 14



平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 -
9 1 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 報酬(教育委員) 千円
地域の教育課題に応じた基本的な教育の方針・計画を策定するとともに、教育長及び事務局
の事務執行状況を監視・評価するための報酬を支払います。

総合教育会議において、町長とともに大綱の策定に関する協議及び重点的に講ずべき施策、
また、緊急の場合に講ずべき措置について協議・調整を行います。

２ 上記以外の経費 千円
旅費8千円、消耗品費（「時報」購読料）10千円、負担金(研究協議会、連絡協議会、教育長会) 66千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

　平成28年度より新教育委員会制度がスタートしました。町長部局と連携しながら、教育委員会と教育長及び事務局
が、適度な緊張関係を保ちながら教育行政を執行していく必要があります。

-6前年度増減 -6
平成30年度 1,803 1,803
平成29年度 1,809 1,809
平成28年度 1,928 1,928 1,912

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

28 29 30 31

指標

規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

1,719

84

前年度
からの

改善点等

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

1,803

事業の対象
(だれに)

教育委員会の運営（教育委員４人）

事業の目的
(なんのた

めに)

　町長が招集する総合教育会議において教育大綱を策定します。
　地域の教育課題に応じた基本的な教育方針・計画を策定します。
　教育長及び事務局の事務執行状況を監視・評価し、広く地域住民の意向を反映した教育行政を実現しま
す。

平成30年度 1,803

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事務局費
事業期間 開始 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 教育総務費 目

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 243 事業名 教育委員会費 事業区分
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 1
9 1 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 教育ネットワーク保守委託料 千円
小中学校教育ネットワーク保守業務の委託を行います。

２ 特別支援学校通学支援業務委託料　（10/10県） 千円
倉吉養護学校に通学する介助の必要な児童に対して、送迎を行うことにより、
当該児童保護者の送迎に係る負担を軽減します。 対象者1人

３ 学校業務支援システム配線接続業務委託料 千円
【新】学校業務支援システム導入に伴う、事務局ネットワーク配線接続業務の委託を行います。

４ 教職員校務用パソコン借上料 千円
教職員の校務用パソコンを更新（赤碕中校区）・維持・管理し、校務の効率化を行います。

５ 庁用備品 千円
【新】学校業務支援システムの導入に伴い、事務局に専用ノートPCを１台設置します。

６ 少人数学級協力金負担金 千円
　 県基準の小学校1･2年で30人学級、中学校1年で33人学級、小学3～6年と中学2･3年を

１学級35人以下とします。（7人：浦安小6・3年、八橋小5・3年、赤碕小6・4・3年）
７ 学校業務支援システム負担金 千円

【新】教職員の業務支援システムを維持管理し、校務の効率化を行います。
８ 上記以外の経費 千円

報酬（教育相談員）1,200千円、賃金（町講師）19,991千円、賃金（臨時職員）1,854千円、
報償金11千円、旅費192千円、交際費20千円、消耗品費（一般事務費）165千円、燃料費54千円、
修繕料20千円、通信運搬費9千円、手数料（小中学校職員健康診断）1,448千円、自動車保険料14千円、
負担金（就学指導推進協議会、適応指導教室運営）1,641千円、補助金（高校生町内バス通学定期）
332千円、貸付金（奨学金）1,920千円、積立金（奨学基金）1,011千円

【説明】○琴浦町高校生バス通学補助事業補助金
　・補助対象経費：町営バス通学定期券購入費用
　・補助率　　　：町　８/１０ 対象者 64人(見込み申請者16人)

　　　　○特別支援学校児童生徒通学支援事業補助金
　 　・補助対象経費：特別支援学校通学支援業務委託料

　・補助率　　　：県１０/１０ 対象者1人

４　事業達成度と数値目標

単位

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

30 31

指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27 28 29

前年度
からの

改善点等

学校業務支援システムの導入により、校務処理の軽減と情報の共有化と活用、県内業務の標準化を行いま
す。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

2,592

4,061

1,059

12,635

141

14,000

1,266

29,882

58,382 林原育英奨学基金繰入金　他

事業の対象
(だれに)

小学校5校　児童数923人、中学校2校　生徒数434人、教職員数177人

事業の目的
(なんのた

めに)
　教育委員会事務局及び学校全般に係る事務を処置します。

平成30年度 65,636 4,060 3,194

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事務局費
事業期間 開始 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 教育総務費 目

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 ふるさとへの誇りと愛着の醸成

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 245 事業名 教育委員会事務局費 事業区分
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５　コストの推移

６　参考資料

　○琴浦町高校生バス通学補助事業補助金
・補助対象経費：町営バス通学定期券購入費用
・補助率　　　：町　８/１０

　○特別支援学校児童生徒通学支援事業補助金
　 ・補助対象経費：特別支援学校通学支援業務委託料

・補助率　　　：県１０/１０

事業の抱える問題点

　新教育長に責任と権限が集中したことにより、的確で迅速な執行が求められます。同時に教育長の意思決定が合理的
で適正なものとなるよう、教育委員会事務局機能の一層の充実が求められます。
　学校のＩＣＴ整備がすすんでおり、活用方法の習得や授業での使用頻度を増やせるよう継続的に研究する必要があり
ます。

補助金算定基準、図表・写真等を必要に応じて記載する。補正予算の理由について詳細を記載する。

1,769前年度増減 1,382 72 -459
平成30年度 65,636 4,060 3,194 58,382 林原育英奨学基金　他
平成29年度 64,254 3,988 3,653 56,613 林原育英奨学基金　他
平成28年度 58,700 450 2,693 3,723 51,834 54,741 林原育英奨学基金　他

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 ‐
9 1 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ その他報酬(ＡＬＴ) 千円
中学校２校にALTを雇用契約します。

２　普通旅費 千円
現任用ALT1人の帰国旅費及び新任ALT1人の来日オリエンテーション旅費

３　負担金 千円
新任ALT1人の来日渡航負担金等、ALTの任用に伴う負担金

４　家賃補助金 千円
ALTの住居家賃を補助し、滞在負担を軽減します。

５ 上記以外の経費 千円
消耗品費2千円、手数料(入退去時クリーニング）30千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

　学習指導要領の改訂に伴い、平成３２年度に小学校で英語の教科化が予定されているため、今後より一層の拡充が求
められます。

493前年度増減 493
平成30年度 8,315 8,315 交付税措置
平成29年度 7,822 7,822 交付税措置
平成28年度 8,821 8,821 8,638 交付税措置

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

2 2
実績 2 2 2 - -町任用ALT配置数 人
目標 2 2 2

達成率 100% 100% 100% #VALUE! #VALUE!

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

30 31

指標 配置数：2人 配置数：2人 配置数：2人 配置数：2人 配置数：2人

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標 町任用ALT配置数　２人

年度毎
KPI

年度 27 28 29

前年度
からの

改善点等

東伯中学校配置ALTは任用３年目となり前年以上の活躍が期待されます。
赤碕中学校配置ALTは７月に入替わりとなる為、新任ALTに対するサポートが重要になります。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

7,240

251

354

438

32

8,315 交付税措置

事業の対象
(だれに)

外国語指導助手２人　各中学校に配置

事業の目的
(なんのた

めに)

　児童生徒が、外国語指導助手を通じてネイティブな外国語や異文化にふれ、国際感覚を身につけます。
　英会話教室を開催し、地域住民と交流することにより国際理解を深めます。

平成30年度 8,315

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事務局費
事業期間 開始 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 教育総務費 目

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 246 事業名 語学指導外国青年招致事業 事業区分
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 1 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要
○高等学校奨励金 保護者が町内に住所を有する高等学校生、高等専門学校生
○大学・専修学校奨励金 保護者が町内に住所を有する大学・専修学校等の在学生

○進学奨励金（給付型奨学金）を給付します。　　18,054千円
【実施計画】

・6月～7月上旬に申請受付（当初受付期間）
・給付決定後、8月、10月、1月の3回に分けて学生本人の口座に振込支給。
・当初受付期間後も随時申請は受付けますが、支給は給付決定を受けた月分からとします。
・保護者の所得制限（H30年度の課税標準額の合計を参考）を設けます。
（高校生区分：課税標準額150万円未満、それ以外の区分：200万円未満を対象とします。）

【進学奨励金の種類（月額）およびH30年度支給者見込み人数】  

【その他】 通信運搬費　2千円
・町内情報の発信 「琴浦ふるさとレター」を発信し、ふるさとを愛する心を育みます。
・アンケートの実施 奨学生にアンケート調査をし、学生が抱える課題の把握に努めます。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 247 事業名 進学奨励金給付事業 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策
事務局費

事業期間 開始 平成16年 終了 　- 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 教育総務費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

8,056 ふるさと未来夢基金繰入金

事業の対象
(だれに)

事業の目的
(なんのた

めに)

　経済的理由により修学が困難な人に進学奨励金を給付することにより、修学の途を開き、社会に有用で、
かつ、ふるさとを愛し、地域とのつながりを大切にし、将来にわたり琴浦町に貢献しうる人材の育成を図り
ます。教育を受ける権利の保障と保護者への子育て支援を行います。

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

進学奨励金の種類 月額 人数
高等学校奨励金

平成30年度 18,056 10,000

28 29

前年度
からの

改善点等

事業の一般対策化に伴い、人権・同和教育課から教育総務課へ事務移管しました。
効果的な給付となるよう、給付規則の見直しや「琴浦ふるさとレター」の内容等の検討を行います。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 琴浦町進学奨励金給付規則

5,000円 170人
専修学校奨励金 8,500円 15人

大学奨励金 8,500円 62人

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

30 31

指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27

163 164
実績 119 115 153 170高校生への支給 人
目標 122 125 152

達成率 97.54% 92.00% 100.66% 104.29%

大学、短大、専修学
校生への支給

人
目標 25 31 38 33 74

達成率 108.00% 93.55% 78.95% 236.36%
実績 27 29 30 78

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 11,904 11,904 12,064
平成29年度 13,146 13,146
平成30年度 18,056 10,000 8,056 ふるさと未来夢基金繰入金

-5,090前年度増減 4,910 10,000

14‐5



６　参考資料
事業の抱える問題点

　本奨励金が生徒本人および保護者、家庭に対しどれだけ貢献したかの指標を示すことができないこと、また示せたと
しても制度が存在しない場合との比較ができないため、成果およびその目標を数字で表すことが困難です。。
　受給者は生徒本人ですが、実際に窓口に申請に来られるのは保護者が多く、生徒本人が奨励金を受け取っている意識
が低いことが予想されます。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 1
9 1 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　事業費　小中7校分 （補助率：国1/3、県1/3、町1/3） 千円
報償費　404千円 960円×5時間×12ヶ月×7人
旅費　　15千円

各学校にボランティアコーディネーターを配置し、活動のための費用弁償を行います。
需用費　234千円

ボランティアが活動を行う際に必要となる消耗品や燃料費
役務費　58千円

ボランティア活動中の事故に備えて加入する保険料　対象165人

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

22前年度増減 22
平成30年度 711 459 252
平成29年度 689 459 230
平成28年度 1,489 1,245 244 1,449

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

指標

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

711

【説明】各学校にボランティアコーディネーターを配置し、学校と連携を図ります。

　家庭・地域のボランティアの掘り起こしや、学校とボランティアの調整を行うなど、「地域に開かれた

　学校」を目指し、地域ぐるみで子どもを育てる体制づくりを進めます。

前年度
からの

改善点等

・平成29年度より国の補助事業となりました。（補助率、国1/3・県1/3・町1/3）
・地域住民が学校教育活動にボランティアとして参加するとともに、学校が地域で行う教育活動を推進し、
双方向の交流を充実させていきます。

252

事業の対象
(だれに)

小中学校７校　ボランティアコーディネーター７人

事業の目的
(なんのた

めに)

　各小中学校にボランティアコーディネーターを配置し、地域住民のボランティアの協力により、学校での
生活支援や学習支援、環境整備、地域文化の伝承や安全パトロールなど、学校と地域が協働しながら、児童
生徒へのきめ細やかな指導や安全安心な学校生活の実現を目指します。

平成30年度 711 459

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事務局費
事業期間 開始 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 教育総務費 目

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 ふるさとへの誇りと愛着の醸成

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 1125 事業名 地域学校協働活動推進事業 事業区分
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６　参考資料

　○学校を核とした地域力強化プラン（地域学校協働活動推進事業）
・補助対象経費：コーディネーター活動費、ボランティア活動費
・補助率　　　：国・県・町　各１/３

事業の抱える問題点

　国の方針として、コミュニティ・スクールの全校導入が示されており、琴浦町においてもコミュニティ・スクール導
入の準備を進める必要があります。

補助金算定基準、図表・写真等を必要に応じて記載する。補正予算の理由について詳細を記載する。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 1 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 事業費 千円
　 報償金　20時間×52週

スクールソーシャルワーカーの活動にかかる報償金
支援が必要な児童生徒のケースに関わり、ケース会議に向けた関係機関の調整、アセスメント
資料作成、教職員を対象とした研修を行います。

【説明】○スクールソーシャルワーカー活用事業
　・補助対象経費：スクールソーシャルワーカー活動費
　・補助率：国・県・町　各１/３

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

前年度増減
平成30年度 2,808 1,872 936
平成29年度 2,808 1,872 936
平成28年度 2,808 1,872 936 2,673

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

28 29 30 31

指標

規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

2,808

前年度
からの

改善点等

Ｈ２９年度のスクールソーシャルワーカーの勤務日数（５０週→５２週）の増加をＨ３０年度も継続し、要
保護児童対策協議会をはじめ、福祉部局との連携を強化していきます。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

936

事業の対象
(だれに)

スクールソーシャルワーカーの配置（教育委員会事務局に２人配置、町内各学校の相談対応）

事業の目的
(なんのた

めに)

　教育分野に関する知識に加えて、社会福祉士の専門的な知識・技術を用いて、児童生徒の置かれた様々な
環境に働きかけて支援を行うスクールソーシャルワーカーを配置し、福祉や医療と連携し相談業務を行いま
す。

平成30年度 2,808 1,872

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事務局費
事業期間 開始 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 教育総務費 目

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 1186 事業名 スクールソーシャルワーカー活用事業 事業区分
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６　参考資料

　○いじめ対策総合推進事業（スクールソーシャルワーカー活用事業）
・補助対象経費：スクールソーシャルワーカー活動費
・補助率　　　：国・県・町　各１/３

事業の抱える問題点

・事業に対する教職員や保護者の理解が進むよう、更なる啓発活動が必要です。
・スクールソーシャルワーカーの関わりが必要なケースを掘り起こすとともに、ケースの増加が継続的に見込まれるよ
うであれば、Ｈ３１年度以降、勤務時間数の増加を検討する必要があります。

補助金算定基準、図表・写真等を必要に応じて記載する。補正予算の理由について詳細を記載する。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 1 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 事業費　（補助率　国1/3） 千円

報償金(地域支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)1,080千円　16時間×45週 報償金(講師謝金)20千円
・地域支援コーディネーターが町内の特別支援教育推進体制整備のために活動する際の
　費用弁償を行います。
・保護者や保育園・こども園、学校を含む関係機関との連絡調整
・個別の教育支援計画による一貫した就学相談に向けた体制整備の支援
・地域における特別支援教育の理解啓発のための研修会の企画
・特別支援教育連絡協議会による保育園・こども園・学校・関係各課･専門職の連携体制づくり

千円
旅費(講師用)2千円、消耗品費28千円

【説明】○インクルーシブ教育システム推進事業（県：地域で進める特別支援教育推進事業）
　・補助対象経費：特別支援教育専門家等配置に係る経費
　・補助率： 国 １/３、町 ２/３

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

376前年度増減 -376
平成30年度 1,130 376 754
平成29年度 1,130 752 378
平成28年度 1,128 752 376 1,128

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

指標

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

1,100

２　旅費（講師用）、消耗品費 30

前年度
からの

改善点等

754

事業の対象
(だれに)

地域支援コーディネーター１人配置（町内の保育園･こども園・小中学校を対象）

事業の目的
(なんのた

めに)

　障がいのある子どもを含むすべての子どもに対して、子ども一人ひとりのニーズにあった適切な教育的支
援を行います。

平成30年度 1,130 376

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事務局費
事業期間 開始 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 教育総務費 目

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 1219 事業名 ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育ｼｽﾃﾑ推進事業 事業区分

14‐11



６　参考資料

　○インクルーシブ教育システム推進事業（県：地域で進める特別支援教育推進事業）
・補助対象経費：特別支援教育専門家等配置に係る経費
・補助率　　　： 国 １/３、町 ２/３

事業の抱える問題点

特別支援教育に対する理解と啓発を促す保護者向け研修の充実を図る必要があります。
保育園・こども園、学校を含む関係機関の連携及び関係者の主体的な移行支援の推進が必要です。

補助金算定基準、図表・写真等を必要に応じて記載する。補正予算の理由について詳細を記載する。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
4 4
1 2
9 1 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 事業費 今後の交流のあり方を検討する期間とします。 千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

　今後の展開を見据えた事業内容の検討が必要です。

-400前年度増減 -400
平成30年度
平成29年度 400 400 招待のみ
平成28年度 1,828 1,828 1,094 訪問のみ

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

28 29 30 31

指標

規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

0

前年度
からの

改善点等

　平成３０年度は、夏季休業中に全国中学校体育大会が鳥取県（中国ブロック）で開催され、夏季休業中に
韓国を訪問することが難しいこと、また平成２９年度でお互いの訪問交流が完了することから、東伯中学校
と韓国新南中学校が今後の交流の内容を検討していく期間とします。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

事業の対象
(だれに)

東伯中学校生徒

事業の目的
(なんのた

めに)

　『東伯中学校及び韓国江原道新南中高等学校は、国際教育の一環として、学生達の未来的・文化的・言語
的理解、国際的感覚を育み、友好と交流を促進する。』
※調印式から抜粋：平成26年12月11日東伯中において実施

平成30年度

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事務局費
事業期間 開始 終了 - 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 教育総務費 目

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 ふるさとを愛する教育の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 ふるさとへの誇りと愛着の醸成 施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 1247 事業名 麟蹄郡中学校交流事業 事業区分
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 2 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 賃金(臨時職員)　
小学校5校に学校主事を雇用します。 千円

２ 修繕料　 千円
教室暖房機修繕（聖郷小、赤碕小）987千円、教室等照明器具取替（八橋小）864千円
前記以外の修繕料2,611千円

千円　
・聖郷小、船上小のスクールバス運行管理業務委託16,243千円
・小学校環境管理に係る業務委託1,216千円
・小学校警備委託777千円 前記以外の委託料2,233千円

４ 借上料　 千円　
緊急時移送63千円、校外活動に係るバス借上げ600千円、事務機器リース1,738千円　

千円　
学校に必要な児童用机･椅子等の物品を購入し、教育環境の整備を行います。（40セット）

６ 上記以外の経費 千円
報酬（嘱託医）2,084千円、賃金(運転手) 56千円、消耗品費（保健衛生品）156千円、
光熱水費17千円、手数料（児童健康診断）1,277千円、火災保険料672千円、
テレビ受信料77千円、負担金（スポーツ振興センター）1,138千円

４　事業達成度と数値目標

単位

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 256 事業名 一般経常経費（配分外） 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策
学校管理費

事業期間 開始 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 小学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

42,645 ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ保護者負担金

事業の対象
(だれに)

小学校５校　 対象児童数９２３人

事業の目的
(なんのた

めに)
　小学校の運営を円滑にするために施設維持及び整備、環境整備を行います。

平成30年度 43,025 380

28 29

前年度
からの

改善点等
学校トイレの排水（つまり・悪臭）清掃委託を毎年1校行います。（H28より実施）

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

9,352

4,462

３ 委託料 20,469

2,401

５ 備品購入費 864

5,477

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

30 31

指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27

実績
目標

達成率
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５　コストの推移

６　参考資料

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 65,078 8,000 57,078 85,672
平成29年度 63,367 3,271 9,371 50,725 公共施設等建設基金繰入金 他

平成30年度 43,025 380 0 42,645 ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ保護者負担金

-8,080前年度増減 -20,342 -3,271 -8,991 0

事業の抱える問題点

　　学校要望の中で、破損・老朽化等で早急に対応が必要なものから優先順位を付け、改修を行っています。
　破損・老朽化に対応した校舎内外の教育環境整備が必要です。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 2 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　【特記事項】
校舎 教室棟　　　　Ｓ４４.１２完成、Ｈ１７.１１改修

特別教室棟　 Ｓ５８.２完成

１ 光熱水費 千円

一般経常経費（配分外）から各学校配分へ電気代を振替

２ 備品購入費 千円

　   給食配膳台 156千円

 学級増のため２台購入し、全教室に２台ずつ配置します。
　   ファンヒーター 　20千円

 学級増により特別支援学級教室を多目的教室３へ移設、温風暖房がないため配置します。

３ 上記以外の経費 千円
消耗品費(事務用品、プール薬品)655千円、燃料費649千円、
印刷製本費(学校要覧)33千円、修繕料(緊急対応用)40千円、通信運搬費(電話代)284千円、
手数料(浄化槽清掃、水質検査)593千円、原材料費(真砂土)40千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 257 事業名 一般経常経費（八橋小） 事業区分

総合計画 基本施策 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策
学校管理費

事業期間 開始 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 小学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事業の内
容

(どうやっ
て)

※欄が不
足する場
合は、概
要を記載
し、補足
事項は

「６参考
資料」欄
に記載す

る。

2,442

176

2,294

前年度
からの

改善点等

施設設備の安全点検を毎月１回教職員が分担して行い、修繕箇所の早期発見により迅速に対応できまし
た。
水道管の漏水点検及び修繕を行い、水道料を削減しました。

4,912

事業の対
象

八橋小学校　児童２０９人　教職員２８人　学級数１４（内、特別支援学級５）

事業の目
的

(なんのた
めに)

　八橋小学校の運営を円滑にするために、施設の維持管理及び環境整備を行います。

平成30年度 4,912

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

指標

実績
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 3,836 3,836 3,851
平成29年度 3,177 3,177
平成30年度 4,912 4,912

1,735前年度増減 1,735
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６　参考資料
事業の抱える問題点

　校舎の老朽化等により突発的に破損や故障がありますが、その都度点検及び修繕を行い、児童が安全で安心な学校
生活を過ごせるよう環境を整備します。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 2 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　【特記事項】

校舎：Ｓ４１.２築、Ｈ１２.１２改修、Ｈ２５外壁北側改修

１ 光熱水費
　   一般経常経費（配分外）から各学校配分へ電気代を振替 千円

２ 備品購入費 千円
　　 石油ストーブ 106千円×2台

３ 上記以外の経費 千円
消耗品費（事務用品、プール薬品）713千円、燃料費416千円、印刷製本費（学校要覧）50千円、
修繕料（緊急対応用）40千円、通信運搬費（電話代）286千円、手数料（貯水槽清掃、水質検査）
248千円、使用料(下水道) 372千円、原材料費(真砂土) 38千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 258 事業名 一般経常経費（浦安小） 事業区分

総合計画 基本施策 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策
学校管理費

事業期間 開始 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 小学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

2,357

212

2,163

前年度
からの

改善点等
毎月１回、教職員が管理担当場所の安全点検を実施し、修繕等が必要な場合は早めに対応します。

4,732

事業の対象
(だれに)

浦安小学校  児童２１９人、教職員２６人、学級数１３学級（内、特別支援学級５学級）

事業の目的
(なんのた

めに)
　浦安小学校の運営を円滑にするために、施設の維持管理及び環境整備を行います。

平成30年度 4,732

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

指標

実績
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 3,466 3,466 3,220
平成29年度 3,192 3,192
平成30年度 4,732 4,732

1,540前年度増減 1,540

事業の抱える問題点

　校舎の老朽化等に伴い突発的な破損や故障がありますが、その都度点検や修繕を行い、児童が安全で安心な学校生活
を過ごせるよう環境整備に努めます。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 2 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　【特記事項】

校舎：Ｈ７.１０築

１ 光熱水費
一般経常経費（配分外）から各学校配分へ電気代を振替 千円

２ 上記以外の経費 千円
消耗品費(事務用品、プール薬品)569千円、燃料費491千円、印刷製本費(学校要覧)8千円、
修繕料(緊急対応用)40千円、通信運搬費(電話代)229千円、手数料(貯水槽清掃、水質検査)
266千円、使用料(下水道)420千円、原材料費(真砂土)27千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 259 事業名 一般経常経費（聖郷小） 事業区分

総合計画 基本施策 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策
学校管理費

事業期間 開始 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 小学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

2,452

2,050

前年度
からの

改善点等
毎月の安全点検により、破損不良個所の早めの発見、対応に努めることができました。

4,502

事業の対象
(だれに)

聖郷小学校　児童数１１６人、教職員２０人、学級数９（内、特別支援学級３）

事業の目的
(なんのた

めに)
　聖郷小学校の運営を円滑にするために、施設の維持管理及び環境整備を行います。

平成30年度 4,502

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

指標

実績
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 2,819 2,819 2,706
平成29年度 2,745 238 2,507 図書購入基金
平成30年度 4,502 4,502

1,995前年度増減 1,757 -238

事業の抱える問題点

　校舎は建築から２０年以上経過しており、破損老朽化等に対応した校舎内外の環境整備に努める必要があります。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 2 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　【特記事項】
校舎：Ｈ４．８築

１ 光熱水費 千円
　  一般経常経費（配分外）から各学校配分へ電気代を振替

２備品購入費 千円

    冷蔵庫(牛乳保管用) 292千円、台車 8千円　　　
　　　　　　　
３ 上記以外の経費 千円

消耗品費(事務用品、プール薬品)653千円、燃料費718千円、印刷製本費(学校要覧)37千円、
修繕料(緊急対応用)40千円、通信運搬費(電話代)284千円、手数料(貯水槽清掃、水質検査)
290千円、使用料(下水道)288千円、原材料費(真砂土)18千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 378 事業名 一般経常経費（赤碕小） 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校教育の充実 施策
学校管理費

事業期間 開始 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育 項 小学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

5,150

事業の対象
(だれに)

赤碕小学校　児童２２４名　教職員２６名　学級数１３（内、特別支援学級３）

事業の目的
(なんのため

に)
　赤碕小学校の運営を円滑にするために施設維持及び整備、環境整備を行います。

平成30年度 5,150

28 29

前年度
からの

改善点等
毎月の安全点検により、破損・不良箇所の早期発見、早期対応に努めました。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

2,522

300

2,328

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

30 31

指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27

実績
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 3,259 3,259 3,271
平成29年度 3,062 3,062
平成30年度 5,150 5,150

2,088前年度増減 2,088

事業の抱える問題点

　校舎は建築から２０年以上経過しており、破損老朽化等に対応した校舎内外の環境整備に努める必要があります。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 2 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

【特記事項】
校舎：Ｈ６.３築

１ 光熱水費 千円
一般経常経費（配分外）から各学校配分へ電気代を振替

２ 備品購入費 千円
移動式暖房機２台 208千円
グランドピアノ補助キャスター  65千円

３ 上記以外の経費 千円
消耗品費（事務用品、プール薬品）613千円、燃料費479千円、印刷製本費（学校要覧）11千円、
修繕料(緊急対応用) 40千円、通信運搬費(電話代) 280千円、手数料(浄化槽清掃、水質検査)
 526千円、原材料費(真砂土) 38千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 379 事業名 一般経常経費（船上小） 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策
学校管理費

事業期間 開始 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 小学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

2,241

273

1,987

前年度
からの

改善点等

　光熱水費の節約に努め、コスト削減につながりました。
　また、毎月の安全点検により、故障箇所や危険箇所について早期に対応しました。

4,501

事業の対象
(だれに)

船上小学校　児童数１５５人　教職員１９人　学級数８（内、特別支援学級２）

事業の目的
(なんのた

めに)
　小学校の運営を円滑にするために、施設の維持管理及び環境整備を行います。

平成30年度 4,501

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

指標

実績
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 2,862 2,862 2,559
平成29年度 2,705 2,705
平成30年度 4,501 4,501

1,796前年度増減 1,796

事業の抱える問題点

　施設設備の老朽化に伴い、校舎・建具・水周り等の修繕・補修が必要になっています。早期に対応し、児童が安全で
安心な学校生活を過ごせるように、環境整備に努めます。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 3 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１　賃金 千円
　　 中学校２校の学校主事及び図書館司書の雇用を行う。　4人

２ 修繕料　 千円
　　 中学校２校の施設、備品等の修繕を行い学校環境の整備を行います。

（赤碕中）管理棟内建具修繕工事　2ヵ年計画の1年目　600千円
（東伯中）高圧気中開閉器等取替工事 907千円

キュービクル腐食部修繕工事 551千円
通学路転落防止柵取替工事　700千円 前記以外の修繕料200千円

３ 委託料　 千円
　　 施設設備の保守点検、教育環境の整備を行う。

エレベータ保守 1,172千円、電気設備保守 475千円、学校環境管理に係る業務委託 898千円
中学校警備委託322千円 前記以外の委託料403千円

４ 使用料及び賃借料　 千円
　　 緊急時移送 30千円、学校運営に必要な事務機器のリース料 530千円、バス借上料 24千円

５　上記以外の経費 千円
学校医報酬704千円、消耗品費（感染症対策）32千円、光熱水費14千円、
手数料（消火器充填）564千円、火災保険料522千円、負担金(学校給食、災害共済）532千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 277 事業名 一般経常経費（配分外） 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策
学校管理費

事業期間 開始 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 中学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

16,561 ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ保護者負担金

事業の対象
(だれに)

中学校２校 　対象児童数４３４人

事業の目的
(なんのた

めに)
　中学校の運営を円滑にするために、施設維持及び整備、環境整備を行います。

平成30年度 16,735 174

28 29

前年度
からの

改善点等
中学校の普通教室等への空調設備設置工事を行います。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

7,555

2,958

3,270

584

2,368

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

30 31

指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27

実績
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 28,249 5,000 23,249 30,642 公共施設等建設基金
平成29年度 56,186 32,187 23,999 公共施設等建設基金　他

平成30年度 16,735 174 16,561 ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ保護者負担金

-7,438前年度増減 -39,451 -32,013
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６　参考資料
事業の抱える問題点

学校要望の中で、破損・老朽化等で早急に対応が必要なものから優先順位を付け改修を行っています。
破損・老朽化に対応した校舎内外の教育環境整備が必要です。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 3 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　 【特記事項】
校舎：Ｓ３９.１２築、Ｈ１３～１５改修

　
１ 光熱水費 千円

一般経常経費（配分外）から各学校配分へ電気代を振替

２ 備品購入費（庁用備品） 千円
給食配膳台 88千円、保健室冷凍冷蔵庫 54千円

３ 上記以外の経費 千円
賃金(運転手) 80千円、消耗品費（事務用品、プール薬品） 716千円、燃料費 612千円、
印刷製本費（学校要覧）86千円、修繕料(緊急対応用）75千円、通信運搬費387千円、
手数料（水質検査、貯水槽清掃）259千円、使用料（下水道）496千円、原材料費（真砂土）35千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 278 事業名 一般経常経費（東伯中学校） 事業区分

総合計画 基本施策 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策
学校管理費

事業期間 開始 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 中学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

3,873

142

2,746

前年度
からの

改善点等

生徒が安心、安全に学校生活を過ごすことができるよう施設整備の管理運営を行います。
学期毎に安全点検を行い、破損箇所並びに危険箇所などの早期発見、早期対応を行います。

6,761

事業の対象
(だれに)

東伯中学校　生徒２６２人　教職員３２人　学級数１１（内、特別支援学級２）

事業の目的
(なんのた

めに)
　生徒が安心して学校生活を行えるよう学校環境を整えます。

平成30年度 6,761

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

指標

実績
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 4,512 4,512 3,590
平成29年度 3,858 3,858
平成30年度 6,761 6,761

2,903前年度増減 2,903

事業の抱える問題点

　校内の各箇所が年々徐々に老朽化するので、生徒並びに職員の安全を第一とする視点に立ち早期発見及び早期対応に
努めます。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 3 1

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　 【特記事項】
校舎：Ｓ５１.６築、Ｈ１７.１０改修

　
１ 光熱水費 千円

　　　　 一般経常経費（配分外）から各学校配分へ電気代を振替

２ 備品購入費（庁用備品） 千円
 松葉杖11千円、コートブラシ45千円、チームジャンプ48千円、担架収納ケース44千円、
 折りたたみホームベンチ48千円、防ダニ敷き布団 25千円

３ 上記以外の経費 千円
賃金(運転手) 80千円、消耗品費（事務用品、プール薬品）663千円、
燃料費229千円、印刷製本費(学校要覧）88千円、修繕料（緊急対応用）75千円、
通信運搬費(電話代)388千円、手数料（水質検査、貯水槽清掃）299千円、
使用料（下水道）278千円、原材料費（真砂土）51千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 386 事業名 一般経常経費（赤碕中） 事業区分

総合計画 基本施策 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策
学校管理費

事業期間 開始 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 中学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

4,402

221

2,151

前年度
からの

改善点等
教職員が分担して安全点検を実施し、学校施設の管理を行った。修繕等が必要な場合は早めに対応しました。

6,774

事業の対象
(だれに)

赤碕中学校　生徒１７２人　教職員２６人　学級数９(内、特別支援学級３）

事業の目的
(なんのた

めに)
　生徒が安心して学校生活を行えるよう学校施設の維持・管理を行います。

平成30年度 6,774

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点） 30 31

指標

実績
目標

達成率

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 2,926 2,926 2,560
平成29年度 3,113 3,113
平成30年度 6,774 6,774

3,661前年度増減 3,661

事業の抱える問題点

　校内の各箇所が年々徐々に老朽化するので、生徒並びに職員の安全を第一とする視点に立ち早期発見、早期対応に努め
ます。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 2
9 2 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

【特記事項】
１ 使用料及び賃借料 千円

児童が授業で使用する情報機器の借上料 6,467千円
ＰＣウィルス対策ソフト使用料(リース終了138台) 1,091千円

２ 備品購入費　 千円
教師用指導書・教科書　1,261千円
　道徳の教科化及び学年学級数変動に伴い、教師用指導書･教師用教科書の不足分を購入します。

３ 補助金　 千円
小中学校教育研究会補助金　315千円
　教育研究会に補助を行い、教職員の資質向上と連携を目的とした、教育内容や教育環境の
　充実と均衡化を行います。（ＩＣＴ研修、特別支援教育研修）

パスチャライズ牛乳の費用の一部を補助し牛乳利用促進と児童の健康増進を行います。 1,879千円

修学旅行引率者補助金（教職員 25人） 113千円

４ 就学援助費 千円
　　 就学援助費　　対象者 90人　7,058千円　　　

 (内数：新入学児童生徒学用品費入学前支給対象者 15人　609千円)
　　 特別支援教育就学奨励費　　　対象者 32人　1,102千円　　　
　【説明】経済的な理由により、学校で教育を受けることが困難な児童や特別支援学級で学習
　　　　する児童の保護者に学用品や給食費などを援助し就学の支援を行います。

５ 通学援助費　 千円

６ 上記以外の経費 千円
報償金(講師謝金 ) 308千円、記念品(入学・卒業記念品) 320千円、旅費 127千円、
消耗品費(梨栽培体験) 345千円、委託料(青少年巡回公演) 418千円、
負担金(県図書館協議会、中部特別支援教育研究会、中部小学校体育連盟) 55千円

【説明】○要保護児童生徒援助費補助金
　 ・補助対象経費：学用品費、医療費等
　 ・補助率：国1/2、町1/2 対象者 7人

　 ○特別支援教育就学奨励費補助金
　 ・補助対象経費：学用品費、給食費、修学旅行費等
　 ・補助率：国1/4、町1/4、保護者負担分1/2 対象者 32人

1,573

前年度
からの

改善点等

道徳に教科化に伴い、教師用指導書等を整備します。
就学援助費にかかる新入学児童生徒学用品費の入学前支給を開始しました。
総合的な学習事業を配分から配分外へ組替えました。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　■訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称 琴浦町就学援助費支給に関する要綱、琴浦町特別支援教育就学奨励費支給要綱

開始 終了 － 実施主体

7,558

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

13,378 ふるさと未来夢基金繰入金

事業の対象
(だれに)

小学校５校　 対象児童数９２３人

事業の目的
(なんのた

めに)

　小学校教育の振興のため、必要な施策を講じることにより小学校教育の充実と義務教育の円滑な実施を目
指します。

平成30年度 20,959 581 7,000

　　   大成地区児童（１家庭）の通学に係る経費を援助し、遠距離就学の支援を行います。

1,261

2,307

8,160

100

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 小学校費 目

重点項目 ふるさとを愛する教育の充実
施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実

教育振興費
事業期間

30

事業番号 262 事業名 一般教育振興費（配分外） 事業区分

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係
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４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

○要保護児童生徒援助費補助金
・補助対象経費：学用品費、医療費
・補助率　　　：国１/２、町１/２

○特別支援教育就学奨励費補助金
・補助対象経費：学用品費、給食費、修学旅行費等
・補助率　　　：国１/４、町１/４、保護者負担分１/２

事業の抱える問題点

　学校のＩＣＴ整備がすすんでおり、活用方法の習得や授業での使用頻度を増やせるよう継続的に研究する必要があり
ます。
　教育活動に必要な支援を行うとともに、遠距離通学費用の補助及び就学援助制度の活用により、保護者の費用負担軽
減を行っています。

　

平成30年度 20,959 581 7,000 13,378 ふるさと未来夢基金繰入金

11,311前年度増減 -8,860 -33 -20,138

平成29年度 29,819 614 27,138 2,067 ふるさと未来夢基金繰入金、図書基金

平成28年度 26,453 200 13,000 13,253 26,789

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

指標

年度 27 28 29 30 31

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 2
9 2 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　【特記事項】
教育環境の充実により、効果的に活用した授業づくりや学習に取り組みます。

１ 備品購入費 千円

　一般教材備品　 414千円

教材提示装置、マッグネットスクリーン、デジタルビデオカメラ、マット　他

　理科教材備品 195千円

薬品庫、鉄製スタンド、安全メガネ

　図書（児童用図書、教員図書） 448千円

２ 上記以外の経費 千円

報償金(講師謝金) 31千円、旅費 2千円、消耗品費(理科、教材印刷用) 809千円、

修繕料(備品修繕) 52千円、手数料(学年テスト、知能検査) 526千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

30

事業番号 263 事業名 一般教育振興費（八橋小） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

総合計画 基本施策 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成

一般財源

2,477

款 教育費 項 小学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金

教育振興費
事業期間 開始 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分

平成30年度 2,477

県支出金
その他
(収入)

起債

事業の内
容

(どうやっ
て)

※欄が不
足する場
合は、概
要を記載
し、補足
事項は

「６参考
資料」欄
に記載す

る。

前年度
からの

改善点等
備品購入にあたって、優先順位の高いものから年次計画により整備を進めました。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

事業の対
象

八橋小学校　児童２０９人　教職員２８人　学級数１４（内、特別支援学級５）

事業の目
的

(なんのた
めに)

　教育振興のため、教材・図書等の教育環境を整備し学力及び体力の向上を図ります。

1,057

1,420

28 29

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27 30 31

指標

平成28年度 2,137

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

2,055

起債 一般財源

2,137

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

目標

達成率
実績

平成30年度 2,477 2,477
2,630平成29年度 2,630

前年度増減 -153 -153

事業の抱える問題点

　小学校新学習指導要領実施に向けて、円滑に移行できるよう準備と検証を行います。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 2
9 2 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

　【特記事項】
 教育環境の充実と、学習指導要領に対応した効果的な学習を行います。

  １ 備品購入費 千円
一般教材備品　　355千円
　ステレオ・２ウェイスピーカーシステム、スーパーライン引き、セパレートラインマーカー、
　両面回転ホワイトボード、譜面台、コードレススチームアイロン、走り高跳び用スタンド、
　電動糸のこ盤
理科教材備品  47千円
　顕微鏡 
特別支援学級備品  144千円
　カンフィパネル、個別学習用つい立て、ブラックボード
図書（児童用図書、教員図書） 479千円

　２ 上記以外の経費 千円
報償金(講師謝金) 35千円、消耗品費(理科、教材印刷用) 863千円、
修繕料(備品修繕) 54千円、手数料(学年テスト、知能検査) 527千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

30

事業番号 264 事業名 一般教育振興費（浦安小） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

■琴浦町 □その他
予算区分

総合計画 基本施策 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成

2,504

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源

款 教育費 項 小学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金

教育振興費
事業期間 開始 終了 － 実施主体

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度 27 28 29

前年度
からの

改善点等

学習に必要な備品を揃えるよう努力しました。備品費で購入できない物は他の学校から借用するなど工夫し
ました。

2,504

事業の対象
(だれに)

浦安小学校  児童２１９人   教職員２６人   学級数１３学級（うち特別支援学級５学級）

事業の目的
(なんのた

めに)
　教育振興のため、教材・図書等の教育環境を整備し学力向上を目指します。

平成30年度

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 26(実績) 27(実績) 28(現時点) 29 30

指標

30 31

目標

達成率
実績

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 2,494 2,494 2,419
平成29年度 2,421 2,421
平成30年度 2,504 2,504

83前年度増減 83

1,479

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

1,025

事業の抱える問題点

　小学校新学習指導要領実施に向けて、円滑に移行できるよう準備と検証を行います。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 2
9 2 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

【特記事項】
　　　 教育環境の充実と、学習指導要領に対応した効果的な学習を行います。

１ 備品購入費 千円
　　　　一般教材備品　91千円

さんすうノート黒板、まなボード

　　　　理科備品　 55千円
送風器、振り子実験器

　　　　特別支援学級備品　118千円
衝立式らくがきボード、変形セラピーボール、ハートリーフクッション

　 図書（児童用図書、教員図書）　254千円

２ 上記以外の経費 千円
報償金(講師謝金) 20千円、消耗品費(理科、教材印刷用) 600千円、
修繕料(備品修繕) 34千円、手数料(学年テスト、知能検査) 284千円、
負担金(人権教育) 30千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

30

事業番号 265 事業名 一般教育振興費（聖郷小） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

総合計画 基本施策 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成

款 教育費 項 小学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金

教育振興費
事業期間 開始 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分

200

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源

1,286

前年度
からの

改善点等
児童の実態に合わせた教材備品の選定を行いました。

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

事業の対象
(だれに)

聖郷小学校　児童数１１６人、教職員２０人、学級数９（内、特別支援学級３）

事業の目的
(なんのた

めに)
　教育振興のため、教材・図書等の教育環境を整備し学力向上を目指します。

518

968

図書購入基金平成30年度 1,486

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27 28 29 30 31

指標

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

目標

達成率
実績

起債 一般財源

平成28年度 1,550 1,550 1,523
平成29年度 1,389 1,389
平成30年度 1,486 200 1,286 図書購入基金

-103前年度増減 97 200

事業の抱える問題点

　　小学校新学習指導要領実施に向けて、円滑に移行できるよう準備と検証を行います。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 2
9 2 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

【特記事項】
教育環境の充実と、学習指導要領に対応した効果的な学習を行います。

１ 備品購入費 千円
一般教材備品　235千円　

指導用黒板、ピアノカバー、デジタルキーボード、アゴゴベル走り高跳び用具、
ハードル、レコーダー

理科備品　133千円　
実体双眼顕微鏡

特別支援学級備品　133千円　
学習用ボード

図書（児童用図書、教員図書）　481千円

２ 上記以外の経費 千円
報償金(講師謝金) 8千円、消耗品費(理科、教材印刷用) 840千円、
修繕料(備品修繕) 55千円、手数料(学年テスト、知能検査) 539千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

30

事業番号 382 事業名 一般教育振興費（赤碕小） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ
地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成

款 教育費 項 小学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金

教育振興費
事業期間 開始 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分

事業の対象
(だれに)

赤碕小学校　児童２２４人　教職員２６人　学級数１３（内、特別支援学級３）

事業の目的
(なんのた

めに)
　教育振興のため、教材図書等の教育環境を整備し、学力向上を目指します。

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

平成30年度 2,424

1,442

982

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

400

規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

前年度
からの

改善点等
情報機器を活用し、授業環境を整備した。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

2,024 図書購入基金

28 29 30 31

指標

年度 27

目標

達成率
実績

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 2,174 0 2,174 2,000
図書購入基金

平成30年度 2,424 400 2,024
平成29年度 2,230 473 1,757

図書購入基金
前年度増減 194 -73 267

事業の抱える問題点

  小学校新学習指導要領実施に向けて、円滑に移行できるよう準備と検証を行います。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 2
9 2 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

【特記事項】
　教育環境の充実と、学習指導要領に対応した効果的な学習を行います。

１ 備品購入費 千円
一般教材備品　362千円　　
　マグネットスクリーン、教材提示装置、発表板、ビデオカメラ、
　大コンパス、レコーダー、握力計、前屈測定器ほか

特別支援学級教材備品　76千円
　フットボード、バランスボード、ペグボード

図書（児童用、教員用）　332千円

２ 上記以外の経費 千円
報償金(講師謝金) 36千円、旅費 8千円、消耗品費(理科、教材印刷用) 683千円、
修繕料(備品修繕) 41千円、手数料(学年テスト、知能検査) 372千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

30

事業番号 383 事業名 一般教育振興費（船上小） 事業区分 □新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成

款 教育費 項 小学校費 目

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金

教育振興費
事業期間 開始 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分

県支出金
その他
(収入)

起債 一般財源

平成30年度 1,910

29(現時点) 30

300

規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

前年度
からの

改善点等
　教材・教具の点検を行い現状を把握し、学習に有効活用できるよう整備しました。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

1,610 図書購入基金

事業の対象
(だれに)

船上小学校　児童１５５人   教職員１９人   学級数８（うち特別支援２）

事業の目的
(なんのた

めに)
　教育振興のため、教材・図書等の教育環境を整備し、学力向上を目指します。

28 29 30 31

指標

年度 27

770

1,140

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

実績
目標

達成率

31

年度毎
KPI

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績)

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

平成28年度 1,903 1,903 1,871
図書購入基金

平成30年度 1,910 300 1,610
平成29年度 1,833 310 1,523

図書購入基金
前年度増減 77 -10 87

事業の抱える問題点

　小学校新学習指導要領実施に向けて、円滑に移行できるよう準備と検証を行います。
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 2 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

【特記事項】
１　消耗品費　       千円

通級指導教室に通う児童一人ひとりの実態に合わせた学習教材を準備し、
指導を充実させます。

２　備品購入費　      千円
通級指導教室に通う児童一人ひとりの実態に合わせた教材備品を整備し、
指導を充実させます。

　パズルブロック 18千円、ソーシャルスキルトレーニング連続絵カード 4千円

３　補助金 千円
診断書料補助金　１千円×5人
　通級指導教室入級に伴う医療機関の診断料一部を補助し、保護者負担を軽減します。
　　　

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

　個々の児童の障がいの状態に応じて、改善・克服に役立つ指導を行えるよう教材教具の整備を進めていきます。

-8前年度増減 -8
平成30年度 74 74
平成29年度 82 82
平成28年度 114 114 99

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

指標

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

事業の内
容

(どうやっ
て)

※欄が不
足する場
合は、概
要を記載
し、補足
事項は

「６参考
資料」欄
に記載す

る。

47

22

5

前年度
からの

改善点等

74

事業の対
象

町内の小学校児童　１９人

事業の目
的

(なんのた
めに)

　八橋小学校内に発達障がい通級指導教室を開設し、通常の学級における指導だけでは不十分な発達障が
いのある児童に対し、個々の障がいの種類・程度に応じたきめ細やかな指導を行います。
　通級指導教室の運営に必要な維持管理と環境整備を行います。

平成30年度 74

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

教育振興費
事業期間 開始 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 小学校費 目

総合計画 基本施策 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 1056 事業名 通級指導教室(小学校） 事業区分
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 2
9 3 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 借上料 千円
　　 部活動の大会出場に必要なバスの借上料　1,214千円
　　 生徒が授業で使用するパソコンの借上料　5,263千円

そば栽培体験にかかる借上料 67千円

２ 補助金　 千円
　 　遠距離通学補助金　1,167千円　（保護者負担の軽減）
       遠距離通学で路線バスを利用する中学校の生徒に対し、定期代金の全額補助を行ない、
　　   義務教育における通学経費の無償化を行います。　対象者：東伯中17人 赤碕中13人
　　 給食費補助金　884千円　（保護者負担の軽減）

 ﾊﾟｽﾁｬﾗｲｽﾞ牛乳代金の内11円を補助することにより、牛乳利用促進と生徒の健康増進を行います。
　 　生徒部活動強化補助金　391千円　（保護者負担の軽減）

 部活動に対する補助を行ない、生徒の学校生活の充実を図ります。
　 　修学旅行引率者補助金　214千円　

 修学旅行実施に伴う引率者の入場料等、旅費以外の教員負担に対し補助を行います。 対象者17人
JRCトレセン生徒派遣費補助金　20千円
 鳥取県中学校青少年赤十字ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰへの生徒派遣に対し補助を行います。
【新】英語検定補助金　138千円　　34千円×1/2×81人（3年生徒数×1/2）
　検定試験への挑戦意欲を持たせ、生徒の英語力向上を支援します。

３ 各種大会生徒派遣費交付金　 千円

４ 就学援助費 千円
　　　就学援助費　対象者 49人　　5,757千円

 （内数： 新入学児童生徒学用品費入学前支給対象者 17人 806千円）
　　　特別支援教育就学奨励費　　対象者 10人 　491千円
　 　　    経済的な理由により、学校で教育を受けることが困難な生徒や特別支援学級で学習する

   生徒の保護者に、学用品や給食費などを援助し就学の支援を行います。

５　上記以外の経費 千円
報償金（運動部活動外部指導者）366千円、旅費6千円、消耗品費（総合的な学習）89千円、
保険料（職場体験学習）82千円、委託料（スクールバス運行管理）130千円、
使用料（パソコンウィルスソフト）562千円、負担金（図書館協議会、体育連盟）328千円

【説明】○要保護児童生徒援助費補助金
　・補助対象経費：学用品費、医療費
　・補助率：国1/2、町1/2　　対象者 5人　

   ○特別支援教育就学奨励費補助金
  ・補助対象経費：学用品費、給食費、修学旅行費等
  ・補助率：国1/4、町1/4、保護者負担分1/2   対象者 10人

　　 　 

規程の名称 琴浦町就学援助費支給に関する要綱、琴浦町特別支援教育就学奨励費支給要綱

6,248

1,563

前年度
からの

改善点等
就学援助費にかかる新入学児童生徒学用品費の入学前支給を開始しました。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　■訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

6,544

2,814

700

10,421 ふるさと未来夢基金繰入金

事業の対象
(だれに)

中学校２校 　対象児童数４３４人

事業の目的
(なんのた

めに)

　中学校教育の振興のため、必要な施策を講じるとともに、遠距離通学に対する補助や就学援助など中学
校教育の充実と義務教育の円滑な実施を目指します。

平成30年度 17,869 293 155 7,000

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

教育振興費
事業期間 開始 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 中学校費 目

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 280 事業名 一般教育振興費（配分外） 事業区分
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４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料

○要保護児童生徒援助費補助金
・補助対象経費：学用品費、医療費
・補助率　　　：国１/２、町１/２

○特別支援教育就学奨励費補助金
・補助対象経費：学用品費、給食費、修学旅行費等
・補助率　　　：国１/４、町１/４、保護者負担分１/２

事業の抱える問題点

ICT機器の導入整備をすすめており、活用方法について先進地視察を実施します。
学校教育活動に必要な支援を行うとともに、遠距離通学費用の補助及び就学援助制度の活用により
保護者の負担軽減を行っています。

補助金算定基準、図表・写真等を必要に応じて記載する。補正予算の理由について詳細を記載する。

8,577前年度増減 -4,411 12 -13,000
平成30年度 17,869 293 155 7,000 10,421 ふるさと未来夢基金繰入金

平成29年度 22,280 281 155 20,000 1,844 ふるさと未来夢基金繰入金

平成28年度 26,865 100 150 7,000 19,615 24,306 ふるさと未来夢基金繰入金

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

28 29 30 31

指標

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 2
9 3 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 備品購入費　　  千円
一般教材備品 135千円
　冷凍冷蔵庫
特別支援学級教材備品 56千円
　準備予定表
図書（生徒用図書、教員図書） 875千円

２ 上記以外の経費 千円
報償金12千円、記念品(卒業記念)140千円、消耗品費(教科用、学習ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ用)1,228千円、
修繕料(楽器・教材備品)129千円、手数料(学力検査)958千円、借上料78千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

　ＩＣＴ機器をはじめ教材備品を活用した授業による学力向上に努めます。

-374前年度増減 -374
平成30年度 3,611 3,611
平成29年度 3,985 3,985
平成28年度 4,396 4,396 4,176

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

28 29 30 31

指標

規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

1,066

2,545

前年度
からの

改善点等
ＩＣＴ機器を活用した授業づくりへの環境整備を行いました。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

3,611

事業の対象
(だれに)

東伯中学校　生徒２６２人   教職員３２人　　学級数１１（うち特別支援学級２）

事業の目的
(なんのた

めに)
　教育振興のため、必要な教材・図書等の整備を行い学力向上を図ります。

平成30年度 3,611

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

教育振興費
事業期間 開始 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 中学校費 目

総合計画 基本施策 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 281 事業名 一般教育振興費（東伯中学校） 事業区分
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1 1
3 4
1 2
9 3 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

１ 備品購入費 千円
一般教材備品 898千円

ハードル、三角定規、教師用コンパス、果物・野菜モデル、
　 ソフトボールバット、ライン引き

バスクラリネット(ふるさと納税)
　 図書（生徒用図書、教員図書） 592千円
　
　 ２ 上記以外の経費 千円

報償金12千円、記念品(卒業記念)102千円、消耗品費(教科用、学習コンピューター用)
1,046千円、修繕料102千円（楽器・教材備品）、手数料（学力検査）645千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

ＩＣＴ機器をはじめ教材備品を活用した授業による学力向上に努めます。
優先順位の高いものから備品の整備を行っていきます。

-86前年度増減 279 365
平成30年度 3,397 1,000 2,397 ふるさと未来夢基金繰入金、図書購入基金

平成29年度 3,118 635 2,483 図書購入基金
平成28年度 3,213 3,213 2,980

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点） 30 31

28 29 30 31

指標

規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

年度 27

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

1,490

1,907

前年度
からの

改善点等
図書館教育振興のため、掲示板等を作成し生徒の読書への意欲につながるよう努力しました。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

2,397 ふるさと未来夢基金繰入金、図書購入基金

事業の対象
(だれに)

赤碕中学校　生徒１７２人　教職員２６人　学級数９(内、特別支援学級３）

事業の目的
(なんのた

めに)
　教育振興のため、必要な教材・図書等の整備を行い学力向上を図ります。

平成30年度 3,397 1,000

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

教育振興費
事業期間 開始 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 中学校費 目

総合計画 基本施策 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目 ふるさとを愛する教育の充実

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策 文化・芸術・遊びを通じた子どもの心の育成

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 389 事業名 一般教育振興費（赤碕中） 事業区分
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
3
1
9 3 2

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

【特記事項】
１ 消耗品費　       千円

　通級指導教室に通う生徒一人ひとりの実態に合わせた学習教材を準備し指導を充実させます。

２ 備品購入費　      千円
ＣＤプレーヤー 30千円
　備品を整備し、教材を使って聞くことの訓練を行います。

３ 補助金 千円
診断書料補助金　１千円×5人
　通級指導教室入級に伴う医療機関の診断料の一部を補助し、保護者負担を軽減します。

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

６　参考資料
事業の抱える問題点

　個々の障がいの程度に応じたきめ細やかな教育を行うための教材教具の整備を行う必要があります。

-30前年度増減 -30
平成30年度 54 54
平成29年度 84 84
平成28年度 37 37 32

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

実績
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。
活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

指標

年度 27 28 29 30 31

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　□条例　□規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)
規程の名称

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

指標

年度毎
KPI

事業の内容
(どうやっ

て)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

19

30

5

前年度
からの

改善点等
通級教室生徒一人ひとりに応じた教材教具の整備を行いました。

54

事業の対象
(だれに)

中部管内の中学校生徒　１２人

事業の目的
(なんのた

めに)

　中部管内の生徒を対象に発達障がい通級指導教室を開設し、通常の学級における指導だけでは不十分な発
達障がいのある生徒に対し、個々の障がいの種類・程度に応じたきめ細やかな教育を行います。
　教室の運営に必要な維持管理及び環境整備を行います。

平成30年度 54

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

教育振興費
事業期間 開始 平成28年度 終了 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 中学校費 目

総合計画 基本施策 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 基本テーマ地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目 子どもの能力を伸ばす教育環境の充実 重点項目

施策 安心して学べる学校環境の充実 施策

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係

30

事業番号 1302 事業名 通級指導教室(中学校） 事業区分
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平成 年度 事業説明書
１　基本情報

1
4
1
9 5 4

２　当該年度の事業費

３　事業の概要

●全児童・生徒及び学校教職員約1500人に年間185回の学校給食を提供します。
千円

　学校給食の調理作業、配缶、食器食缶洗浄等の業務を委託します。
千円

　調理された学校給食の配送及び回収等の業務を委託します。
千円

・学校給食センター施設維持管理費 千円

４　事業達成度と数値目標

単位

５　コストの推移

516前年度増減 530
平成30年度 78,713 14 78,699 NHK受信料調理業者負担分

平成29年度 78,183 78,183
平成28年度 77,946 15 77,931 78,624 NHK受信料調理業者負担分

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
決算額 備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

77 77
実績 77 75 77 － －地産地消の取組み

(県内産等指定44品目)
％

目標 71 77 77

達成率 108.4% 97.4% 100.0%

食に関する指導 時間
目標 110 212 208 208 208

達成率 156.8% 101.7% 101.40%
実績 172.5 215.5 211 － －

実績 282,007食 276,237食 274,406食 － －学校給食の提供 延べ
目標

達成率

活動目標となる数値の設定　※KPIを達成するために事業として目標とする数値を設定する。

活動項目 年度 27(実績) 28(実績) 29(現時点) 30 31

28 29 30 31

指標
ＴＴ授業25回
給食時間指導104回

ＴＴ授業25回
給食時間指導120回

ＴＴ授業25回
給食時間指導120回

ＴＴ授業25回
給食時間指導120回

ＴＴ授業25回
給食時間指導120回

規程の名称 琴浦町立学校給食センター条例、琴浦町立学校給食センター管理運営規則、琴浦町学校給食運営審議会規則

重要業績
評価指標

KPI

最終
KPI

※施策として達成すべき指標を掲げる。(人口○○人、外国人観光客○○人増など)

・給食時における学校への巡回指導　町内全ての小中学校全クラスに年2回以上の指導
・各教科・領域、総合的な学習の時間の食に関する学習活動でのＴ・Ｔ指導　25回

年度毎
KPI

年度 27

　〔内訳〕パート職員賃金1,126,000円、報償費8,000円、需用費10,665,000円、役務費959,000円
　　　　　使用料及び借上料2,932,000円、施設備品購入費300,000円、負担金210,000円

前年度
からの

改善点等

食育活動を推進すると共に、地域の伝統食や食材の活用を図り、児童生徒のふるさとへの関心を育みます。
大量調理施設衛生管理マニュアルの改正に伴い、学校給食衛生管理基準による衛生管理の徹底を図ります。

根拠法令等 □法令(義務)　□法令(任意)　■条例　■規則　□訓令・要綱　□なし　□(　　　　　　　)

事業の内容
(どうやって)

※欄が不足
する場合

は、概要を
記載し、補
足事項は

「６参考資
料」欄に記
載する。

・学校給食センター調理等業務委託 48,492

・学校給食配送等業務委託 10,800

3,221
　学校給食センター施設及び厨房機械等の保守業務を委託します。　

16,200
　学校給食センターの運営及び施設の維持管理を行ないます。　

・学校給食センター施設設備等保守業務委託　

78,699 NHK放送受信料調理受託業者負担分

事業の対象
(だれに)

町立小中学校児童生徒及び学校教職員等

事業の目的
(なんのために)

　児童生徒の心身の健全な発達に資するよう、バランスのとれた栄養豊かな給食を提供するとともに、学校
給食を通じ、日常生活における食事について正しい理解と望ましい食習慣を養うなど、「食を通して生きる
力を育む」ことを目的に、教育の一環として実施します。

平成30年度 78,713 14

年度
当初

予算額
(千円)

事業費財源内訳
備考国庫

支出金
県支出金

その他
(収入)

起債 一般財源

給食センター運営費
事業期間 開始 終了 － 実施主体 ■琴浦町 □その他
予算区分 款 教育費 項 保健体育費 目

総合計画 基本理念 にぎわいと活力に満ちた共生のまち 主要テーマ 地域の宝である子どもを産み育てやすいまちづくり

地方
創生
①

基本ﾃｰﾏ  コトウラで育む 地方
創生
②

基本ﾃｰﾏ
重点項目  ふるさとを愛する教育の充実 重点項目

施策  ふるさとへの誇りと愛着の醸成 施策

□新規 ■継続
担当課 教育総務課 担当係 学校給食センター

30

事業番号 353 事業名 学校給食事業 事業区分

14‐39


